
（別紙３）

～ 3月の利用者がいないため回答者0

（対象者数） 0 （回答者数） 0

～ 令和8年　3月　30日

（対象者数） 4 （回答者数） 4

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

・今後は専門職などの職員も導入し、カンファレンス
なども充実させていきたい

2

・様々な方法で情報共有をしているが、より簡潔にわかりや
すく共有できるようにしていく。また、一人の人の見方や先
入観にとらわれないよう、日々職員間で情報共有や療育内容
の振り返り、見直しをしより良い支援が行われるよう努めて
いく。

3

・こどもの特性に合わせてどんなアプローチができるかをよ
り深めていけるよう考えていく。
・既存の物と新しいもののバランスをみながら組み込み
学校や他事業所の療育も参考にしながら深めていく。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

・トイレに関してはプライバシーの問題もあるため、見守り
方について配慮が必要である。

2

・他教室から専門職員の派遣や、勉強会などの開催により
知識を深め、療育に反映させていく。

3

○事業所名 こぱんはうすさくら川崎中幸町教室

○保護者評価実施期間 3月の利用者がいないため対象者0

○保護者評価有効回答数

令和８年　3月　1日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 令和8年　4月　20日

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因等

・2階建て構造のため、死角になる場所が多くトイレや手洗い
に行く際も職員の付き添いが必要である。

・安全面を考えると仕方ないが、トイレに関しては
プライバシーの問題から付き添いを嫌がる児童もいる

・専門職が不在であるため、参考文献での情報収集になってし
まうことが多い。

・専門職の人員不足により配置が困難である

・職員体制がしっかりしている。 様々な特性をお持ちのお子様にも臨機応変に対応できるよう職
員人数を強化している

・職員間のコミュニケーションがとれていること ・職員間での情報共有を徹底し、誰が配置に入っても一人一人
のこどもの近々の様子や特性、支援内容がわかるようにしてい
る。毎回、支援する職員が違うため見方に偏りがないよう、情
報共有を行い日々の療育がステップアップしていけるよう配慮
している。

・プログラムや個別課題の充実化 ・5領域について把握し、バランスよく組み込まれるよう考え
ている。一つのプログラムに対して様々な角度から支援できる
よう意見を出し合い行っている。

事業所における自己評価総括表公表


